
（補足説明）                                2006 年 3 月 5 日 

ＣＷＳ佐藤修 

 

概念の整理（前提においている言葉・概念の勝手な定義） 
構想を起案する前提となる発想の起点を理解してもらうための蛇足的説明 

 

■参加・協働・共創 

○ 参加（主従関係が根底にある） 

   住民参加：行政が企画し推進する活動に住民もしくは住民組織が参加する。 

   行政参加：住民活動に行政が参加する。（水俣市、山形市など） 

○ 協働（co-operation） 

      ある課題（目的）に向けて、複数の主体が協力して活動する。 

    一緒にやることに目的がある。 

○ 共創（collaboration） 

複数の主体が共通の目的（課題）を創出し、一緒になって実現し、成果（アウトカ

ム）を享受する。 

 

■住民･住民組織･市民・市民組織・メタ組織 

○ 住民 

近隣社会に基礎を置いて生活している個人 

○ 住民組織 

町内会･自治会などに代表される地域単位の住民のコモンズ組織 

○ 市民 

自分たちの限られた地域の利害に限定されない「全体的視野」を持つ人、もしくは

基礎自治体の住民およびそこでの生活者 

○ 市民組織 

地域を超えたテーマ型のコモンズ組織 

○ メタ組織 

ＮＰＯ中間組織や自治会連絡会のような組織が構成要素になる組織 

 

■官民・公私共・新しい公共と社会構造 

○ 官民 

統治関係を基本に置いた二元構造（官から民は、その枠内での発想） 

○ 公私共 

官民を公私に置き換え、それとは別にコモンズを共とする三元構造 

○ 新しい公共 

公私共の三元構造をソーシャルアントレプレナーが再編成 

 

■経営･管理 

○ 管理（control）  

与えられた目的を、与えられた資源や枠組み、ルールに従って実現していくこと。 

○ 経営（management） 

   目的も資源も方法も自らで切り開き、価値を創出していくこと。 

● 


